
（法第２８条関係） 

令和２年度 事業報告書 

令和２年４月１日から令和３年３月３１日 

 

特定非営利活動法人 ＮＥＸＴしらかわ 

１ 事業の成果 

 

「白河未来研究室事業」 

 白河市北堀切３０－２アヴァンツァート新白河１０５白河未来研究室において、小学生

から高校生までの第三の居場所づくり・学習支援・生活支援を行いました。児童計１５３

７名、保護者７３６名の利用がありました。家でもない、学校でもない第三の居場所とし

て学校開放日の放課後毎日開放し、ボランティアスタッフによる子どもの学習支援、見守

り支援が実施されました。利用者の中に、貧困状態にあると思われる子どももおりました。

当法人で実施している子ども食堂や物品の支援を併せて実施し、社会福祉協議会と共に具

体的支援まで到達することができ、一定の成果を得る事ができました。。 

 

「みらい子ども食堂」 

子どもの孤食、貧困問題の課題解決並びに自分の力で調理し、生き抜く力を身に着ける

事を目的にみらい子ども食堂を実施しました。新型コロナウィルス感染症の影響もあり、

本来の規模で開催は難しい状況ではありましたが、子ども７９人、大人７８人、合計１５

７人の利用がありました。参加者から、コミュニティとしての楽しみと、子どもの食の課

題解決を兼ねた取り組みであると、高い評価を頂きました。 

 

「まいにち子ども食堂」 

 READYFOR新型コロナウィルス感染症拡大防止基金を活用し、学校開放日の放課後まい

にち子ども食堂を実施しました。１８時以降の空白の時間帯に起こる孤食などの課題を解

決すべく実施いたしました。 

 

「サッカースクール VivaJr’s」 

 スポーツを通じた子どもの育成の為、サッカースクールを毎週月曜日に開催しました。

クラブチームなどのように、勝つための練習ではなく、男の子も女の子も一緒に楽しみな

がら心と体を鍛え育成するスクールです。生活困窮状態にあり、用具を揃えられない家庭

に対する支援も実施しています。 

 



「ふるさとしらかわ情報発信！エンターテインメントマーケット事業（農業体験）」 

 

 福島県社会教育課様の、子どもがふみだす体験応援事業補助を受けて「ふるさとしらか

わ情報発信！エンターテインメントマーケット事業（農業体験）」を実施いたしました。市

内の小中学生のべ６２名が参加し、市内の農場６か所で実施。震災から 10年、力強く復興

を遂げているふくしまの今を子ども達と一緒に Youtubeで全国にリアルタイム情報発信を

行いました。また、体験で収穫した野菜を、地元事業者の協力の下翌日朝市で販売する体

験も行いました。来場者はのべ３４９名に上りました。市民の活動が少ない早朝の時間帯

に、人の流れを創出することが出来ました。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事業内容 実施日時 実施場所 

従事者の

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

支出額 

（千円） 

④ ④地域コミ

ュニティ醸

成事業 

子どもの居場所づ

くり 

４月１日

～３月３

１日 

白河未来

研究室 

８人 ２２７３人 ９１１ 

⑤ ④地域コミ

ュニティ醸

成事業 

みらい子ども食堂 ６月５日

～３月３

１日 

白河未来

研究室 

６人 １５７人 ６１７ 

⑥ ④地域コミ

ュニティ醸

成事業 

まいにち子ども食

堂 

１月１日

～３月３

１日 

白河未来

研究室 

８人 ３９６人 ２,９６０ 

⑦青少年の

健全育成ス

ポ ｰ ツ の普

及・振興に係

る事業 

サッカースクール

VivaJr’s 

毎週月曜

日 

 

中田総合

運動公園 

アナビー

スポーツ

プラザ 

４人 ２４人 

（生徒数） 

 

９９ 

⑭その他本

法人の目的

を達成する

ために必要

な事業 

ふるさとしらかわ

情報発信！エンタ

ーテインメントマ

ーケット事業 

９月１日、

１０月９

日、１１月

２４日、１

２月１２

日、１月９

日、１月１

６日 

白河市内

の 農 場

（大信地

区、表郷

地区） 

６人 ６２人 １，７６５ 

       

 

 

 



(2) その他の事業 

定款の 

事業名 
事業内容 実施日時 実施場所 

従事者の 

人数 

支出額 

（千円） 

実施なし 

 

 

 

実施なし 

 

実施なし 

 

実施なし 

 

実施なし 

 

実施なし 

 

 


